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z/VM について 

 

 

z/VMR は、業界最高のサーバー・プラットフォームの 1 つである 

IBM       zSeriesR で IBM 仮想化テクノロジーの活用を考え

ておられるお客様にベースを提供します。 

仮想化テクノロジーを使用すれば、お客様は仮想化されたプロセ

ッサー、通信、ストレージ、ネットワーキング、および I/O リソー

スから構成される多くの仮想計算機を容易に作成できます。 

仮想化テクノロジーは、新しい e-business や企業アプリケーショ

ンのワークロードを展開するときに、その総所有コストを低減する

のに役立ちます。 

z/VM は VM/ESAR の後継機で、35 年以上にわたる考案や新

案を取り入れています。 

 

 

z/VM バージョン 5 リリース 1  

- Linux on zSeries の仮想化機能が強化 

 
 エンジン単位バリュー･ユニット料金の採用と、エントリー･ポ

イント料金の値下げ 

 仮想化テクノロジーおよび Linux の使用可能性: 

- ＳＣＳＩディスクのみを使用して、ｚ／ＶＭ上にＬｉｎｕｘサー

バー・ファームを構築する機能 

- ＤＶＤからのインストールが可能になり、テープへの依

存度を軽減 

- 新しい HyperSwap™ コマンドを使用して障害のあるデ

ィスクを切り替える事が可能 

- Linux および z/OSR ゲストのための PCIX 暗号コプ

ロセッサー (PCIXCC) サポートによる暗号パフォーマ

ンスの向上 

- RPC サーバーのバージョン 2 (V2) を使用した新しい

システム管理 API の実装 

 ネットワークの仮想化およびセキュリティー: 

- 仮想スイッチ・フェイルオーバー・サポートによるネット

ワーク回復機能強化 

- z/VM ゲスト LAN および仮想スイッチの許可機能の

拡張 

 テクノロジーの利用: 

- IBM       zSeries 990 (z990) および zSeries 890 

(z890) のサポート 

- z990 で 4 つまで、z890 で 2 つまでの論理チャネ

ル・サブシステム (LCSS) によるスケーラビリティーの

拡大 

- LCSS にまたがる内部および外部チャネルの透過的

共用 

- オープン・システム・アダプター (OSA) Express 統合コ

ンソール・コントローラーのサポート 

- z990 サーバーの z/VM イメージ当たり、最大 24 ま

でのプロセッサーのサポート 

- キャパシティー・アップグレード・オンデマンドの改良 

- FBA ディスクをサポートするゲストが FCP 接続の SCSI

ディスクを利用する場合には、独自の SCSI サポート

を必要としない。 

- IPv6 パケットの経路指定および IPv6 アプリケーショ

ンの開発機能 

 システム管理 

- VM 用パフォーマンス・ツールキットの機能強化™ 

- パフォーマンス報告機能 (PRF) と同等の機能 

- Linux および SCSI FCP ディスクをサポートする新し

い レ ポ ー ト の 提 供  (z/VM バ ー ジ ョ ン  5 General 

Information (GC24-6095) を参照) 

 

 

z/VM バージョン 4 リリース 4  

- Linux on zSeries の仮想化機能が向上 

 
 仮想化テクノロジーおよび Linux の使用可能性: 

- オーバーヘッドの削減と仮想マシンのパフォーマンス

向上を支援 

- 多数の仮想計算機を管理する際の効率の向上 

- ハイパフォーマンスの仮想 FICON™チャネル間アダプタ

ー 

- ハードウェアの機能が使用できる場合、 Linux の 

FCP 接続 SCSI ディスクからのゲスト IPL 

- 改良されたSSL サーバーは、SUSE LINUX エンタープ

ライズ・サーバー (SLES) 7 (カーネル・バージョン 

2.4.7) および SLES 8 powered by UnitedLinux (カーネ

ル・バージョン 2.4.19) 配布または TLES8 (Turbolinux 

Enterprise Server 8 powered by UnitedLinux)用の適切

な Red Hat Package Manager (RPM) パッケージを提

供します。 

- ＶＭ／ＥＳＡまたはｚ／ＶＭシステムを第２レベル（また

はそれ以上）のゲストとして実行する一方で、ＯＳ／３９

０またはｚ／ＯＳ（あるいはその両方）の完全な仮想結

合シスプレックスをシミュレート可能 

 ネットワークの仮想化機能拡張 

- 仮想 LAN (VLAN) を使用した追加のネットワーク・トラ

フィック構成オプション 

- 仮想スイッチングを介したゲスト LAN 用の外部 IP コ

ネクティビティー 

- IPv6 のゲスト LAN サポート 

- 機能拡張された HiperSockets™ のサポート 

 テクノロジーの利用: 

- 以下の IBM z990 のサポート: 
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- 論理チャネル・サブシステム (LCSS) による論理区画

スケーラビリティーの向上 

- LCSS での HiperSockets チャネルの透過的共用 

- キャパシティー・プランニングおよび I/O パフォーマン

ス測定機能の向上 

- 30 の論理区画 (LPAR) 

- カスケード化された FICON ディレクターでコネクティビ

ティーが拡大および簡素化可能 

- IBM TotalStorageR Enterprise Storage ServerR (ESS) 

peer-to peer リモート・コピーの距離拡張 (PPRC -XD) 

および PPRC バージョン 2 (V2) のサポート 

- IBM ESS FlashCopyR バージョン 2 (V2) のサポート 

- IBM TotalStorage エンタープライズ磁気テープ・コント

ローラー 3592 モデル J70 および磁気テープ・ドライ

ブ 3592 モデル J1A のサポート 

 

 システム管理機能の向上 

- ハードウェア I/O のより良い制御、定義、および動的

再構成 

- オプションの Performance Toolkit for VM 機能による

包括的なパフォーマンス・モニターおよび報告 

- 共用ファイル・システムのシャットダウンの自動化 

 ネットワーク・セキュリティーの機能拡張 

- ネットワーク・アクセスの動的制御および構成可能性 

- 認証 exit により、さらに容易な IMAP サーバー管理 

 アプリケーション・イネーブルメント 

- 新しい C/C++ for z/VM コンパイラー (5654-A22) の

サポート 

 

 

z/VM バージョン 4 リリース 3  

- 仮想化テクノロジーが拡張 

 
 仮想化テクノロジーの利用 

- 仮想ネットワーク・リソースのアカウンティング 

- 仮想計算機シャットダウンの自動化 

- FCP チャネルのゲスト・サポート 

- I/O 優先キュー 

- z/OS、z/OS.e および OS/390 用の共用テープ 

 コネクティビティーの機能拡張 

- HiperSockets のマルチキャスト・サポート 

- QDIO ネットワーク・アダプターのシミュレーション 

- QDIO のブロードキャスト機能 

- TCP/IP スタックのセキュリティー、パフォーマン

ス、および構成可能性の向上 

 システム管理機能の向上 

- ゲスト・パフォーマンスの目標を達成するための 

z/VM 自己管理機能 

- タイマー管理の機能拡張 

- 大容量実ストレージの使用効率の向上 

- 追加のパフォーマンス・モニター・データ 

- ゲスト用アカウンティング・サポートの機能向上 

 IBM ESS ラージ・ボリューム・サポート 

- RACFR for z/VM がエンジン単位価格設のオプシ

ョン・フィーチャーとなる 

 

 

z/VM バージョン 4 リリース 2  

- 新しいテクノロジーの活用 

 
 テクノロジーの利用 

- HiperSockets、高速内部 TCP/IP ネットワーク、およ

び OSA-Express トークンリング 

- ゲスト結合機構の二重サポート 

- FICON チャネル間アダプター (CTCA) 通信のゲスト・

サポート 

- 対応する Linux for zSeries 機能を持つ IBM 暗号ア

クセラレーターの CLEAR キー RSA サポート 

- 64 ビット・ゲスト用ディスクおよびミニディスク・キャッシ

ュ・アクセス・パフォーマンスの向上 

 コネクティビティーの機能拡張 

- ゲスト LAN サポート 

- IMAP プロトコルを使用したメール・アクセス可能な新

しい TCP/IP サーバー 

- TCP/IP スタックのセキュリティーの改善 

 システム管理の改良 

- Linux イメージ管理用の使いやすい機能 

- Virtual Image Facility™ からの構成およびデータの移動 

 Language EnvironmentR 内での VM C ソケット・ライブラリ

ーの集中 

 

 

z/VM バージョン 4 リリース 1  

- VM 費用の削減が可能 

 
 エンジン当たり一回限りの課金 (OTC) 料金設定 

 IBM Linux 処理機構 (IFL) プロセッサー・エンジンのサポー

ト 

 単一物理サーバー上での 選択された UNIXR、MicrosoftR 

WindowsR および Linux ワークロードの統合 

 Linux ゲスト用 I/O パフォーマンスの向上 

 Linux ゲスト用拡張ページ不在サポート 

 バ ー ジ ョ ン  3 で 使 用 可 能 な  VM の 機 能  (DCE 、

LANRES/VM、およびベクトル機構を除く) 

 プリインストール済みオプションとしてのエンジン価格設定

機能当たり RTM、PRF、および DirMaint™ 

 (z/VM バージョン 4 General Information (GC24-5991) を

参照) 
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z/VM バージョン 3  

- z/Architecture を活用 

 
 すべての利点を提供し VM/ESA の機能を拡張 

 z/Architecture™ を活用して 64 ビット・ゲスト・オペレーティ

ング・システムをサポートし IBM       zSeries 800 (800)、

zSeries 900 (z900)、z890、または z990 サーバーでの稼働

時には制約を緩和 

 64 ビットと ESA/390 (31 ビット) ゲスト・オペレーティング・

システムを並行して実行する機能を提供 

 OSA-Express ギガビットと高速イーサネット、および ATM 

アダプターを備えた QDIO 

 (z/VM V3.1 General Information (GC24-5944) を参照) 

 

z/VM は、それぞれ独自の稼働環境で (ゲスト・オペレーティン

グ・システムとして) 稼働している多数の異なる仮想計算機を、完

全なセキュリティーを保ち、完全に単独の状態で同時にサポート

します。 

 

注: z/OS.e は、IBM       zSeries 800 および 890 の LPAR 

モードで使用できるだけで、単独または z/VM のゲストとして論

理区画で実行する必要があります。 

z/OS.e もゲストとして使われている z/VM システムで z/OS ま

たは OS/390 を実行することはできません。 

 

 
 

 

VM の長所に基づいたソリューション 
 

 仮想化テクノロジー 

 ゲスト・オペレーティング・システムのサポート 

 幅広いコネクティビティー・オプション 

 Linux サーバー統合プラットフォーム 

 CMS 対話式サポート 

 サーバー・サポート 

 クライアント/サーバー・ワークステーションの強調処理 

 オープン分散コンピューティング 

 Web サービス提供プラットフォームの扱い 

 広範な環境とアプリケーション 

 

使用可能な資料の完全なリストについては、次の z/VM 

Web サイトをご覧ください。 

ibm.com/zseries/zvm/library/ 

 

 

VM は広範な業界標準をサポートします 
 

 ネットワーク・プロトコルと接続、言語、プログラミング、

およびグラフィカル・ユーザー・インターフェース (GUI) 

 POSIX サポート 

 

 

z/VM はワークステーション環境のホスト・ベースの

サービスを提供します 

 

 ホストに対してワークステーション・データのバックアップ/復

元を行う Tivoli Storage Manager™ (TSM) 

 TCP/IP for z/VM はホスト/LAN コネクティビティーを提供

します 

 VM ホスト・データおよびアプリケーションにアクセスするた

めの TCP/IP ネットワーク・ファイル・システム・メッセージ・

キュー・クライアント・インターフェース 

 アプリケーション開発用の VisualAgeR Generator  

 

 

z/VM は企業システムを管理します 

 
 動的システム構成機能 

- 計画停止や計画外停止を減少します 

 DFSMS/VMR は、共用ファイル・システム (SFS) と POSIX 

バイト・ファイル・システム (BFS) のファイル、およびミニデ

ィスクの再構築のために自動化されたデータ管理を提供し

ます。 

- TSM テープ・ライブラリー使用のためのインターフェー

スを提供 

- 3480、3490、3590、および 3592 デバイスが入ってい

る自動化されたテープ・ライブラリーに対する VSE ゲ

スト・アクセスを許可  
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VM は最新のテクノロジーを利用します 
 

 

z/VM バージョン 5 リリース 1 は以下を提供しま

す。 

 
 SCSI FCP ディスクのみを使用する z/VM への Linux サ

ーバー・ファームの配備 

 DVD からのインストール機能の提供によってテープ依存度

の低減 

 新しい HyperSwap コマンドを使用した障害のあるディスク

からスワッピングすることによる可用性の改良 

 Linux および z/OS ゲストの PCIXCC サポートによる暗

号パフォーマンスの改良 

 仮想スイッチ・フェイルオーバー・サポートによるネットワー

ク回復機能強化 

 RPC サーバーのバージョン 2 (V2) を使用した新しいシス

テム管理 API の実装 

 z990 および z890 の以下のサポート: 

- z990 で最大 4 つまで、z890 で 2 つまでの LCSS 

- LCSS での内部および外部チャネルの透過共用 

- OSA-Express 統合コンソール・コントローラーのサポ

ート 

- z990 サーバーの z/VM イメージ当たり最大 24 まで

のプロセッサーのサポート 

- キャパシティー・アップグレード・オンデマンドの改良 

 独自の SCSI サポートを必要とせずに FBA ディスクをサ

ポートするゲストによる SCSI ディスクの使用 

 IPv6 パケットの経路指定および IPv6 アプリケーションの

開発機能  

 

 

z/VM バージョン 4 リリース 4 では以下が追加さ

れています。 

 
 z990 機能のサポートは以下を提供するように設計されてい

ます。 

- 4 つの LCSS によるスケーラビリティーの増大 

- LCSS での HiperSockets チャネルの透過共用 

- I/O 測定の拡張機能 

- 2 倍の LPAR 数 (30) 

- ゲスト・パフォーマンスを高めるパフォーマンス支援 

 z990 および z890 は ESA/390、z/Architecture と、z/VM 

V3.1 および V4.3 による互換モードでサポートされます 

 グラフィカル・インターフェースを介したハードウェア I/O の

定義および動的再構成 

 カスケード FICON ディレクターのサポートによる柔軟性と

コネクティビティーの増大 

 Linux 用の SCSI FCP ディスクからのゲスト IPL 

 IEEE 仮想 LAN (VLAN) サポート 

 HiperSockets および OSAExpress アダプターの TCP/IP 

ブロードキャスト・サポート 

 仮想 FICON CTCA サポート 

 IBM for Enterprise Storage Server (ESS) PPRC-XD および 

PPRC V2 のサポート 

 IBM ESS FlashCopy V2 のサポート 

 IBM エンタープライズ磁気テープ・コントローラー 3592 モ

デル J70 および磁気テープ・ドライブ 3592 モデル J1A 

のサポート 

 

 

z/VM バージョン 4 リリース 3 では以下が追加さ

れています。 

 

 ファブリックに接続された SCSI コントローラーの選択済み

デバイスにアクセスするするためにファイバー・チャネル・フ

ァブリックに接続された zSeries プロセッサーの FCP チャ

ネルのゲスト使用 

 ゲストおよびホスト I/O 操作を優先するためにハードウェ

ア I/O 優先キューを活用する I/O 管理機能 

 信号を受けたときに z/VM 4.3 ゲストが自身をシャットダウ

ンできるようにする仮想化された自動化シャットダウン 

 複数の z/VM ゲスト間での同じ磁気テープ装置の共用 

 IBM ESS の 3390 ボリュームでの最大 32,760 シリンダー

までのサポート 

 HyperSockets によるマルチキャスト送信をサポートする拡

張ゲスト LAN の実装 

 QDIO アーキテクチャー内でのブロードキャスト機能  

 

 

z/VM バージョン 4 リリース 2 では以下が追加さ

れています。 

 
 HiperSockets、高速内部 TCP/IP ネットワーク、および 

OSA-Express トークンリング・サポート 

 zSeries 結合機構の二重機能に対するゲスト結合二重サポ

ート 

 FICON CTCA 通信のゲスト・サポート 

 Linux ゲ ス ト用 の  IBM PCI 暗 号 ア ク セ ラ レ ー タ ー の 

CLEAR キー RSA サポート 

 64 ビット・ゲスト用 DASD およびミニディスク・キャッシュ・

アクセス・パフォーマンスの改良 

 

 

z/VM バージョン 4 リリース 1 では以下が提供さ

れます。 

 
 バ ー ジ ョ ン  3 で 使 用 可 能 な  VM の 機 能  (DCE 、

LANRES/VM、およびベクトル機構を除く) 

 IBM z900 および z800 (z/Architecture および ESA/390 
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モード)、S/390R G5 および G6、S/390 MultipriseR 3000 サ

ーバーのサポート 

 z990、z900、z890、および z800 の IFL エンジン、S/390 

G5 および G6、S/390 Multiprise 3000 サーバーのサポー

ト 

 エンジン当たり一回限りの課金 (OTC) 価格設定 

 単一物理サーバー上での Linux ワークロードの統合 

 Linux ゲスト用 I/O パフォーマンスの改良 

 Linux ゲスト用拡張ページ不在サポート  

 

 

z/VM バージョン 3 リリース 1 では以下が提供さ

れます。 

 
 ESA/390 および z/Architecture モードの z800 (0LF モデ

ルを除く) と z900、S/390 並列エンタープライズ・サーバー 

Generation 5 (G5) と 6 (G6)、および S/390 Multiprise 3000 

を含む IBM zSeries のすべてのモデルをサポートします。

また、S/390 並列エンタープライズ・サーバー R2、R3、

Generation 3 、 お よ び  Generation 4 モ デ ル 、 S/390 

Multiprise 2000、S/390 統合サーバー、PC サーバー・シス

テム/390R、およびシステム/390 サーバー・オン・ボードの 

RS/6000R もサポートします。 

 Enterprise Systems Connection ArchitectureR (ESCONR) 

の距離の拡張およびデータ転送速度の改善 

 ファイバー接続 (FICON) アーキテクチャーによる追加の距

離拡張およびデータ転送速度の改善 

 インターネットおよびイントラネットの使用可能化 

 ハードウェアデータ圧縮 

 IBM ESS のサポート 

 OSA-Express サポート 

 IBM RAMACR アレイ・ファミリーのサポートによるパフォーマ

ンス、キャパシティー、および可用性の向上 

 キャパシティー・アップグレード・オンデマンド (CUoD) アー

キテクチャー 

 プロセッサー・リソース/システム・マネージャー (PR/SM) 

機能での複数優先ゲスト 

 データ・イン・メモリーに対する ESA/390 アーキテクチャー

の包括的利用 

- ストレージ内のハイパフォーマンス共用可能仮想ディ

スク 

- ハイパフォーマンス・データ・アクセスのための VM デ

ータ・スペース使用 

- CMS およびゲスト・データのミニディスク・キャッシュ 

 64 ビット・ゲスト・オペレーティング・システムをサポートする 

z/Architecture 

 最大 256 GB までのページング可能ゲスト 

 IBM ESS 用のネイティブ FlashCopy 

 OSA-Express ギガビットと高速イーサネット、ATM および 

Token-Ring アダプターを備えた QDIO 

 IBM TotalStorage 仮想テープ・サーバー (VTS) のゲスト

機能拡張 

 FICON 接続 IBM TotalStorage エンタープライズ磁気テー

プ・コントローラー 3590 モデル A60 のゲストおよびネイテ

ィブ・サポート  

 

 

並列シスプレックス環境を実行するための z/VM 

 
 z/VM ゲ ス ト と し て の  OS/390 、 z/OS 、 お よ び 

z/OS.e Parallel SysplexR システム環境 

 以下の仮想結合機構 (CF) サポート 

- 新しい並列シスプレックス・システムの高速配備 

- 必要でもなければサポートもされない実ハードウェア結

合機構および結合リンク 

- IBM zSeries 上での CF 二重化 

- VM/ESA または z/VM システムが 2 次レベル (ま

たはそれ以上) のゲストとして実行するのを許可する

ためのサポート 

- OS/390、z/OS、または z/OS.e リリースの新しいアプ

リケーションを実行するときのリスクを軽減 

- テストおよび実動時間のスケジューリングの際の問題

発生率の低減 

- 仮想構成を使ったトレーニングを通してトレーニング費

用を節減し実働操作に対するリスクを軽減することが

可能 

- 災害時回復用の追加のオプション 

 z/VM V5 は IBM z990、z900、z890、z800 サーバーのすべ

てのモデルで並列シスプレックス・ゲスト環境をサポートしま

す。また、z/VM V4 は IBM S/390 並列エンタープライズ・

サーバー Generation 5 と 6 のすべてのモデルでこの環

境をサポートし、S/390 Multiprise 3000 サーバーと z/VM 

V3.1 で  S/390 並 列 エ ン タ ー プ ラ イ ズ ・ サ ー バ ー 

Generation 3 と 4 および S/390 Multiprise 2000 サーバ

ーのサポートを提供しています。 

 

 

z/VM は多くの用途を包含 

 
 柔軟かつ費用効果のあるゲスト環境 

 e-business on demand に理想的に適合™ 

 単一物理サーバーへの選択 された UNIX、Windows およ

び Linux ワークロードの統合 

 インターネット/イントラネット・ユーザーへのデータおよびア

プリケーションの提供 

 CMS によるパーソナル・コンピューティングのカスタマイズ 

 豊富なアプリケーション開発環境  
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z/VM for e-business 

 
 TCP/IP NFS による企業データおよびアプリケーションへの

アクセス 

 z/VM と協同して機能する IBM ビジネス・パートナー製品

によるエンタープライズ Web サービング 

 ベンダーおよびアプリケーション・プログラマー用の再使用

可能サーバー・カーネル (RSK)を利用してマルチスレッド・

サーバー・プログラムを作成する 

 

 

VM インストールおよびサービス・ツール 
 

 z/VM のインターネット・ベースのサービスのための S/390 

サービス更新機能 (SUF) 

 以 下 で 利 用 で き る  Virtual Machine Serviceability 

Enhancements Staged/Extended (VMSES/E) 

- VMSES/E フォーマットでの z/VM、IBM ライセンス製品、

およびベンダー製品のインストール 

- z/VM コンポーネントのサービス・ディスクを SFS に常駐

させることが可能 

- z/VM サービスのアプリケーション 

- CORrective サービス (COR) 

- 推奨サービス・アップグレード (RSU) 

 CD-ROM で使用可能な z/VM のインストールおよびサー

ビス 

 3590 フォーマットのテープおよび DVD を使用したインスト

ール 

 

SUF の詳細については、次のサイトをご覧ください。 

ibm.com/eserver/zseries/zos/suf/ 

 

 

CMS 対話式サポート 

 

 

CMS アプリケーション・マルチタスキング 
 

 並列で作業を処理するためにアプリケーションを分割可能 

 アプリケーションのスループットを改善可能 

 POSIX は CMS マルチタスキングを活用 

 CMS パイプラインは CMS マルチタスキングの活用をサポ

ート  

 

 

CMS パイプライン 
 

 パワフルで再使用可能な REXX およびアセンブラー・プロ

グラムと Web サーバー用のコモン・ゲートウェイ・インター

フェース (CGI) スクリプトを簡単に作成するためのプログラ

マー生産性向上ツール  

 

 

データ・イン・メモリーの活用 
 

 ストレージ内仮想ディスクはデータ・イン・メモリーの高速ア

クセスを提供 

 ミニディスク・キャッシュはセントラル・ストレージまたは拡張

ストレージ (あるいはその両方) へのキャッシュによりパフ

ォーマンスを向上 

 VM データ・スペースにより仮想計算機のアプリケーション

は追加で 2 ギガバイト (合計 2 テラバイトまで) の VM 

データ・スペースを作成可能 

 

 

呼び出し可能サービス・ライブラリー (CSL) 

 
 アプリケーション開発の生産性を改良 

 REXX およびその他の高水準言語は共用ファイル・システ

ム機能を要求するなどの z/VM サービスを使用可能 

 VM データ・スペースを使用するためのインターフェース 

 CMS ユーザーおよびアプリケーション用 POSIX 機能への

インターフェース 

 

 

z/VM 用 CMS バインダー/ローダー 
 

 CMS と OS/390、z/OS、または z/OS.e 間のアプリケーシ

ョンの高い類似性 

 CMS バインダー 

- ユーザーが認可されている場合にデータ・スペースを

作成して使用 
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- オブジェクト、ロード・モジュールまたはプログラム・オブ

ジェクトをプログラム・オブジェクトに変換して拡張区分

データ・セット (PDSE) プログラム・ライブラリーに保管 

- オブジェクト、ロード・モジュールまたはプログラム・オブ

ジェクトをロード・モジュールに変換して区分データ・セ

ット (PDS) プログラム・ライブラリーに保管 

- オブジェクト、ロード・モジュール、またはプログラム・オ

ブジェクトを仮想ストレージの実行可能プログラムに変

換して実行 

 CMS ローダー 

- プログラム・オブジェクト・ロード用のサポートを追加し

てプログラム取り出しコンポーネントのサービスを増強 

- プログラム・オブジェクトとロード・モジュールの両方を

仮想ストレージに読み込んでそれらの実行を準備  

 

VMLINK 

 

 ミニディスクと SFS ディレクトリーをリンクするためのユー

ザー生産性拡張機能 

 z/VM での保守容易性を改善するための再書き込み  

 

ibm.com/eserver/zseries/zvm 

 

VM サーバー・サポート 

 

 

VM データ・スペース 
 

 zSeries ファミリー固有の機能を提供します 

 仮想計算機間で高速転送およびデータ・アクセスを行ってス

ループットおよび応答時間を改善します 

 複数の 2 GB データ・スペースへのアドレス指定をアプリケ

ーシンに許可します 

 サーバーと複数のユーザー間でのデータ共用をサポートし

ます 

 DB2R for VSE および VM、SFS および FORTRAN で開発

されたアプリケーション・プログラミング・インターフェースお

よび呼び出し可能サービス・ライブラリー・ルーチンを提供し

ます 

- お客様およびベンダーが VM データ・スペースを使用

したアプリケーションを開発できます 

- 開発プロセスを容易に行えます  

 

 

z/VM 共用ファイル・システム (SFS) 

 
 ファイル・レベルでの読み取り/書き込みが可能です 

- 1 つのシステム内または複数のシステム間で共用可

能です 

- 許可スキームによってファイル・セキュリティーを提供し

ます 

 パフォーマンスを改善します 

- メイン・ストレージまたは拡張ストレージを使用してミニ

ディスク・キャッシュを使用します 

- VM データ・スペースを活用します 

 直接アクセス記憶装置 (DASD) の使用を改善します 

- データをファイル・プールに保管 

- データ・ブロックの論理割り振りと物理割り振り 

- ファイル・プールの任意のユーザーが使用可能な未使

用ブロック 

 生産性を改善します 

- ファイルを階層ディレクトリーで編成します 

- ファイル名の別名をサポートします 

- SFS 用の CSL ルーチンおよびミニディスク・データを

介して単一のアプリケーション・インターフェースを提供

します 

 システム管理を簡単にします 

- ファイル・プールのバックアップとファイル・レベルの復

元機能を提供します 

- ユーザー用ファイル・スペースの動的拡張機能を提供

します 

- ファイル・プールに対して DASD の動的拡張機能を提
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供します 

- ファイル・プールの DASD スペースと個々のミニディ

スクを割り振ります 

- POSIX 階層バイト・ファイル・システムのファイルに同

じ管理ツールを使用できるようにします 

 整合リソース・リカバリーを使用します 

- 複数のファイル・プールに対する更新を調整します 

- データ保全性のシステム調整により分散アプリケーシ

ョンをより容易に開発できます 

 分散データにアクセスできるようにします 

- リモート・データに対する透過アクセス 

 CMS ユーザーおよびアプリケーションが POSIX 階層バイ

ト・ファイル・システムにアクセスできます 

 z/VM 制御プログラム (CP) のシャットダウン時に SFS が

自動的にシャットダウンします 

 

 

DFSMS/VM 
 

 自動化されたスペース管理を提供します 

- 共用ファイルおよびバイト・ファイル・システムのファイ

ルに対するスペース管理 

- アクティブおよび非アクティブ・データの移行、再呼び

出し、および満了 

- TivoliR ストレージ・マネージャーによる SFS ファイル

のテープへのアーカイブ/復元 

 ハイパフォーマンスのデータ移動プログラムを提供します 

- 新しいストレージ・デバイスへの高速移行ができます 

 対話式記憶管理機能 (ISMF) を組み込んでいます 

- VM、OS/390 または z/OS ストレージ管理者用の継

続的なインターフェースを提供します 

- ミニディスク・データ管理を支援します 

 

 3480 、 3490 、 3590 、 お よび  3592 ド ライ ブ が ある IBM 

TotalStorage 仮想テープ・サーバー (VTS) 3494 テープ・ラ

イブラリーを管理します 

 自動化されたテープ・ライブラリーと通信するテープ・ライブ

ラリアン製品の機能を提供します 

 VSE ゲスト用に自動化されたテープ・ライブラリー・アクセス

を提供します 

 z/VM V3 および V4 ベースと一緒に以下が提供されます 

- z/VM V5 SDO によってオーダーできる無料の機能 

 

ibm.com/eserver/zseries/zvm/related/dfsms/ 
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ゲスト・オペレーティング・システム・サポート 

 

 

Linux on zSeries ゲストが享受するメリット 
 

 単一物理サーバー上での Linux ワークロードの統合 

- 同じ物理ハードウェア・サーバー上の既存の非 IFL 

zSeries エンジンに対する IBM ソフトウェア料金に影

響を与えずに IFL を実行している z/VM システムの

複数の Linux イメージ 

 単一計算機内にサーバー・ファームを作成する共用 DASD 

リソース 

 パフォーマンスを向上するために VM スケジューラー・ロッ

クの競合を減らして同時に操作しているさらに多くの Linux 

イメージ 

 仮想計算機間のハイパフォーマンス・ネットワーキング 

 Linux 2.4 カーネルで操作を改善するためにアップグレード

された SSL サーバー 

 QDIO デ バ イ ス 用 の 専 用 サ ポ ー ト  (HiperSockets 、

OSA-Express、および FCP チャネル) 

 zSeries FCP アダプターを使用する SCSI デバイスの取り

付け 

- 共用リンクおよび改良されたファイバー・ケーブル・イン

フラストラクチャー使用のための FCP フル・ファブリッ

ク・コネクティビティーのサポート 

- SCSI IPL Feature Enabler を装備した zSeries サーバ

ーの FCP 接続 SCSI ディスクからのゲスト IPL 

- FCP 接続 SCSI ディスクのみを使用して z/VM ゲスト

環境に Linux サーバー・ファームを構築可能 

 調整されたほぼ連続的な可用性とネイティブに実行してい

る z/OS イメージと z/VM の下で実行している Linux ゲ

ストをスパンできる WebSphereR などの分散アプリケーショ

ン用の災害時回復ソリューションを提供するための z/VM 

HyperSwap 機能 

 Linux on zSeries with z/VM 配備用の新しい資料 

 新しいハイレベルの Linux 報告書を追加するためのパフォ

ーマンス・ツールキットの機能拡張 

 z/VM で提供される機能を使用して簡素化されたシステム

管理 

 仮想計算機用リソースを割り振って管理するクライアント・ア

プリケーション用のシステム管理 API 

 必要に応じて早急に Linux 仮想計算機を追加することによ

る予期しないワークロード増加の処理 

 仮想ディスクや Linux システムのピアツーピア・リモート・コ

ピーなどのデバイス・サポートの機能拡張 

 Linux on zSeries からの対応する機能を使用すれば Linux 

ゲスト仮想計算機は以下の機能による恩恵を得ることがで

きます。 

機能拡張されたページ不在処理 

- IBM PCI 暗号コプロセッサー (z800/z900 上の PCICC) 

または IBM PCI 暗号アクセラレーター (PCICA) のゲス

ト・サポート 

- CLEAR キー暗号機能用の共用キュー・サポート 

- PCIX 暗号コプロセッサー (PCIXCC) 機能用のゲスト・サ

ポート 

- CLEAR キー暗号機能用の専用キューおよび共用キュ

ー・サポート 

 ミニディスク・キャッシュによる DASD アクセス・パフォーマ

ンスの改善 

 すべての Linux サーバーに単一のバックアップ・ソリューシ

ョンを提供するすべての Linux データのバックアップ機能 

 強力なトレース、診断およびデバッグ機能 

 多数の Linux アプリケーションへのアクセス 

 

 

VSE/ESA･ ゲストの利点 
 

 最良の VSE コア・アプリケーションと Linux on zSeries を

利用する新しいワークロードとを結合するための最新技術

のプラットフォーム 

 以下による操作上の優れた柔軟性、単純性、および生産性 

- テスト、開発、リリースからリリースへの遷移のために

専門化された複数の VSE ゲスト 

- システムを単純構成にするための複数の実動 VSE 

ゲスト 

- WebSphere アプリケーション・サーバーを含むサーバ

ー統合と新しいワークロードのための VSE と Linux 

ゲストの統合 

 以下によるパフォーマンスの改善 

- ストレージ内仮想ディスクの活用 (たとえば、共用ロッ

ク・ファイル) 

- 拡張ストレージおよびメイン・ストレージ内のミニディス

ク・キャッシュ 

- パフォーマンスを向上するための DB2 for VSE & VM 

データ共用 

- IBM TotalStorage 仮想テープ・サーバー 3494 の自

動化されたテープ・ライブラリー・アクセス  

 

 

OS/390、z/OS、および z/OS.e ゲストが受ける恩恵 
 

 最新の zSeries テクノロジーのサポート 

 単一 VM イメージ内ゲストのための並列シスプレックス・サ

ポート 

- VM/ESA ま た は  z/VM シ ス テ ム が 完 全 な 

OS/390 または z/OS 結合シスプレックスをシミュ

レートしているときに、2 次レベル (またはそれ以

上) のゲストとして実行できるようにする仮想結合

機構 (CF) サポート 
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 調整されたほぼ連続的な可用性とネイティブに実行してい

る z/OS イメージと z/VM の下で実行している Linux ゲ

ストをスパンできる WebSphere などの分散アプリケーショ

ン用の災害時回復ソリューションを提供するための z/VM 

HyperSwap 機能 

 PCICA 機能のゲスト・サポート 

- CLEAR キー機能の専用キュー・サポート 

 PCICC (z800/z900) 機能のゲスト・サポート 

- CLEAR キーおよびセキュア・キー暗号機能用の専

用キュー・サポート 

 PCIXCC (z890/z990) 機能のゲスト・サポート 

- CLEAR キーおよびセキュア・キー暗号機能用の専

用キュー・サポート 

 

 

z/Architecture および ESA/390 モード・オペレーテ

ィング・システムのサポート 
 

 パフォーマンス支援サポート 

- I/O アシスト 1 

- パフォーマンス・アシスト 2 

 

 移行、テスト、生産、および開発のための 10 から 100 の

ゲスト 

 仮想デバイス・サポート 

 共用リソースおよび専用リソース 

 ゲスト・システム用のデバッグおよびトレース機能 

 z/OS、z/OS.e、OS/390 リリース 10、および Linux on 

zSeries を含む 64 ビット・ゲスト・オペレーティング・システ

ム 

 

注: 

1) z/VM が論理区画で稼働している場合には、I/O アシスト

は使用できません。z/VM は z990 および z890 サーバー

の論理区画で実行されなければなりません。 

 

2) パフォーマンス・アシストは z990 および z890 サーバーで

使用できるだけです。 

 

注: z/OS.e は、z890 または z800 の LPAR モードで使用でき

るだけで、単独または z/VM のゲストとして論理区画で実行する

必要があります。z/OS または OS/390 を、z/OS.e もゲストとし

て使われている z/VM システムで実行することはできません。 

 

パフォーマンス 
 

 

z/VM は、パフォーマンスの改善に使用できる多くの機能を提供

します。これらの機能の多くは、メモリー内のデータを  

頻繁に使用し続けることによって機能するので、同じデータの反

復 I/O がかなり減少します。I/O の減少は、より短い応答時間、

プロセッサー効率の改善、および I/O サブシステム上の負荷の

減少をもたらします。ミニディスク・キャッシュと主記憶内仮想ディ

スクは、z/VM でのデータ・イン・メモリー・テクニックの 2 つの使

用事例です。 

 

利点の度合いは、これらのテクニックに適用されるシステム・ワー

クロード I/O の頻度、データ参照パターン、DASD 構成、ストレ

ージ可用性、およびその他の要因によって異なります。 

 

 

z/VM のパフォーマンスの詳細については、次のサイトをご覧く

ださい。 

ibm.com/eserver/zseries/zvm/perf/ 
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コネクティビティー・オプション 
 

 

ネットワーク・オプション 
 

z/VM は、広範なネットワークおよびコネクティビティー・オプショ

ンを提供し、数多くの業界標準を遵守して、分散異機種混合環境

にまたがる通信を使用可能にします。 

事例には以下が含まれます。 

• SNA 

• BSC 

• TCP/IP 

• X.25 

• トークンリング 

• ギガビットおよび高速イーサネット 

• 155 ATM 

• X-Windows 

• ネットワーク・ファイル・システム 

• Simple Mail Transfer Protocol 

• IP マルチキャスト 

• X.400 メール交換プロトコル 

• NJE 

• FDDI 

 

 

ネットワーク管理 
 

 SNA および TCP/IP ネットワーク  

 

 

通信用製品 
 

 

TCP/IP for z/VM V5.1 
 

 TCP/IP for z/VM レベル 440 で使用可能なすべての機能

に加え、以下の特徴があります 

- 一部の共通ネットワーク障害からそれほどの破壊なし

に回復できるフェイルオーバー・サポートを提供する機

能拡張された仮想スイッチ・サポート 

- この新しい許可機能をサポートする RACF または外

部セキュリティー・マネージャーによる z/VM ゲスト 

LANs および仮想スイッチ用の機能拡張された許可機

能 

- z/VM TCP/IP スタックを QDIO モードで稼働している 

OSAExpress を通して接続された IPv6 ネットワーク用

に構成できる IPv6 サポート 

注: z/VM V5.1 で作動します。 

 

(z/VM TCP/IP User's Guide (SC24-6127-00) を参照) 

 

 

TCP/IP for z/VM V4.4 
 

 TCP/IP for z/VM レベル 430 で使用可能なすべての機能

に加え、以下の特徴があります 

- z990 サーバーのパフォーマンス支援機能を使用した

優れたパフォーマンス 

- IEEE VLAN for OSAExpress (QDIO) お よ び 

HiperSockets アダプターでメンバーシップを使用可能

にします 

- 物理 LAN に IPv4 コネクティビティーを提供するルー

ターとして働く仮想 IP スイッチ 

- HiperSockets または OSA-Express アダプターを使

用するすべての TCP/IP アプリケーションにブロード

キャスト・フレームを伝搬するためのサポート 

- TCP/IP スタックのパフォーマンスおよびセキュリティ

ーの向上 

- 以前のユーザー ID とパスワードの長さの制限を取り

除く IMAP ユーザー認証 Exit 

- 改良された SSL サーバーは SUSE LINUX 2.4.7 

SLES 7 および 2.4.19 SLES 8 または TLES 8 配布

用に適切な Red Hat パッケージ・マネージャー (RPM) 

パッケージを提供します 

注: z/VM V4.4 で作動します。 

 

(z/VM TCP/IP User's Guide (SC24-6020-02) を参照) 
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TCP/IP for z/VM レベル 430 
 

 TCP/IP for z/VM レベル 420 で使用可能なすべての機能

に加え、以下の特徴があります 

- HiperSockets Guest LAN を通してマルチキャスト送信を

サポートするために拡張されたゲスト LAN の実装 

- 以下による TCP/IP スタックのパフォーマンスの向上 

- Path Length を短くするためのアルゴリズムの再設計 

- よく使われるパスを最適化するための記録プロシージ

ャー 

- パフォーマンス向上項目の識別と実装 

- Kiss of Death (KOD)、KOX、Blat、SynFlood、Stream、およ

び R4P3D を含む追加 DoS（Denial of Service） アタッ

ク・タイプの予防策が実装されています 

- 以下の点で使いやすさが向上しました。 

- 新しくインストールされた z/VM システムの TCP/IP 

ベース・ネットワークへの接続を自動化するための 

TCP/IP 構成ウィザード 

- TCP/IP の動的構成およびオプションの構文的に正し

い構成ステートメントの生成 

注: z/VM V4.3 で作動します。 

 

(z/VM TCP/IP レベル 430 User's Guide (SC24-6020-01) を参

照) 

 

 

TCP/IP for z/VM レベル 420 
 

 TCP/IP for z/VM レベル 3A0 で使用可能なすべて

の機能に加え、以下の特徴があります。 

- VM ゲ ス ト が 仮 想 計 算 機 相 互 接 続 用 の 仮 想 

HiperSockets アダプターをインストールできるように設

計されたゲスト LAN 機能 

- 電子メール保管およびサービス用の IMAP バージョン 

4 リビジョン 1 (IMAP4rev1) メール・サーバーをサポー

トする IMAP サーバー 

- 改良された TCP/IP スタックのセキュリティーにより一

部のタイプのサービス妨害 (DoS) アタック (Smurf、

Fraggle、Ping-o-Death) が回避されます 

注: z/VM V4.2 で作動します。 

 

(z/VM TCP/IP レベル 420 User's Guide (SC24-6020-00) を参

照) 

 

 

z/VM レベル 3A0 および TCP/IP for z/VM 用の 

TCP/IP 機能 
 

 VM/ESA FL320 用の TCP/IP 機能で使用可能なすべて

の機能に加え、以下の特徴があります。 

- Secure Sockets Layer (SSL) サーバーの組み込みに

よるセキュリティーの改善 

- NFS クライアントによるリモート・システム・データへの

透過データ・アクセス 

- Web ブラウザー用 FTP サーバーの機能および使用

可能度の改良 

- MPROUTE サーバーによる TCP/IP の効率増強 

- IP マルチキャスティング用のサポートによるホスト・ロ

ードの軽減 

- ギガビット・イーサネット、高速イーサネット、および 

155 ATM (イーサネット LAN エミュレーション) をサポ

ートする QDIO によるデータ転送パフォーマンスの改

善 

注: z/VM V3.1 および V4.1 で作動します。 

 

(z/VM TCP/IP User's Guide (SC24-5982-00) を参照) 

 

 

TCP/IP for z/VM の詳細については、次のサイトをご覧くださ

い。 

ibm.com/eserver/zseries/zvm/related/tcpip/ 

 

 

VM/ESA 用 ACF/VTAM バージョン 4 リリース 2 
 

 拡張の強化および制約の緩和 

 単一の VTAMR イメージに接続されたユーザー数の

増加 

 より大きく、より機能的な、複雑でないネットワーク 

 APPNR 機能 

 すべてのノードに対するロー・エンド・ネットワーク 

(LEN) 通信の提供 

 マルチベンダー・ネットワークによる相互接続の改善 

 オンライン・トランザクション処理のパフォーマンスの

向上 

 クライアント/サーバー・アクセスの改良 

 複数のプラットフォーム間のアプリケーションおよびリ

ソースへのより柔軟性のあるアクセス 

(VTAM V4.2 for VM/ESA Release Guide (GC31-8089) を

参照) 

 

ibm.com/software/network/vtam 

 

 

RSCS バージョン 3 リリース 2 
 

 非送信請求ファイル転送 (UFT) クライアントおよびデーモ

ン・サポート 

 TCP/IP, SNA、バイシンクロナス、または直接接続システム 
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(CTCA、ESCON および  

- FICON) 上の NJE データ・トラフィックを処理します 

 テキストおよび PostScript 形式で TCP/IP プリンターへ

印刷サポートを提供します 

 プロトコル変換装置または TCP/IP 接続によって接続され

た ASCII プリンターをサポートします 

 RSCS サーバーを TCP/IP ワールドへの z/VM デーモン

として使用できるようにします 

 z/VM プリンター・デーモンを NJE または TCP/IP ネット

ワークに直接または間接的に接続されたプリンターにアク

セスできるようにします 

 独自の RSCS 用デバイス・ドライバーをコーディングする 

API インターフェースを提供します 

 カスタマイズ、保守、および使用が容易 

(VM RSCS General Information Guide (GH24-5218) を参照) 

 

ibm.com/eserver/zseries/zvm/related/rscs 

 

i 

VM/パススルー機能バージョン 2 
 

 CMS およびダイヤル・ユーザーに対するマルチセッション・

サポート 

 自動サインオン・サポート 

 ESCON、FICON、TCP/IP、APPC、IUCV、CTCA、3088、バ

イシンクロナス・オプション 

 SNA ネットワークへのゲートウェイ・アクセス 

 他の VM、z/OS、z/OS、OS/390、VSE および AIXR システ

ムへのコネクティビティー 

 自動化されたセッション操作を提供します 

 エンド・ユーザーに対する透過シームレス・ソリューション 

 複数のワークステーション間で単一セッションを共用 

 VSE ゲスト仮想計算機にローコストのワークステーション・

サポートを提供できます 

 画面取り込み機能 

 SDLC 端末制御装置に対するダイレクト・サポート 

 システム間 IUCV サポートは IUCV プロトコルを使用する

ために別個の VM システムのアプリケーションに通信パス

を提供します 

(VM/Pass-Through Facility Users Guide (SC24-5555) を参照) 

 

ibm.com/eserver/zseries/zvm/related/pvm 

 

z/VM 意思決定支援 

 

 

VM には、エンド・ユーザーがビジネス・データを適時に正確な業

務決定に移行できる複数のオファリングがあります。 

 

 

DB2 Server for VSE & VM 
 

 ストアード・プロシージャーにより生産性を上げることができ

ます 

 ローカルまたはリモート・システムのデータにアクセスできる

ようにアプリケーション・サーバーに DRDA 2 を活用します 

 TCP/IP ネットワーク上の DRDAR リクエスターからの DB2 

アクセス 

 インクリメンタル・アーカイブによりデータベースの可用性を

高くしています 

 Windows 機能用のオプションの QMF™ および QMF 

 データベース・スイッチングを使用可能にします 

 すべてのデータに対する複数の読み取り専用ユーザー・ア

クセスを許可します 

 VSE システムからの VM データベース・アクセスを提供し

ます 

 テーブルおよびストレージ・プール・レベルでのデータベース

の回復 

 VM データ・スペースをサポートします 

 オプションのデータベース管理機能 

(DB2 Server for VSE & VM Overview (GC09-2995) を参照) 

 

ibm.com/software/data/db2/vse-vm/ 

 

 

クエリー管理機能 (QMF) の機能 
 

 使いやすいワークステーション GUI インターフェースを提

供します 

 DB2 データ用のパワフルなクエリーおよび報告書作成プロ

グラム 

 ワークステーション環境のクライアント/サーバー機能 

 リレーショナル・データと非リレーショナル・データの両方を

処理します 

 アプリケーション・サーバーとして DB2 for Linux on zSeries 

に接続できます 

(Using QMF (SC27-0716) および QMF 

Reference Guide (SC27-0715) を参照) 

 

ibm.com/software/data/qmf/ 
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オープン・コンピューティング  

 

 

POSIX 標準 
 

 ポータビリティーを拡張して標準ベースのアプリケーション

開発サービスを提供します 

 基本的なオペレーティング・システム・インターフェースおよ

び振る舞いを定義します 

 POSIX 1003.1c スレッド - 複数の同時実行ストリームをサ

ポートするマルチタスキング・サーバー・アプリケーション開

発用の一般的なサービス・セットを提供します 

- POSIX 1003.1c 

- POSIX 1003.1 および POSIX 1003.1a 

- POSIX 1003.2 - シェルおよびユーティリティー 

 CMS および SFS による POSIX 階層バイト・ファイル・シ

ステムは LAN および WAN を通した異機種混合システム

によるアクセスを可能にします 

(z/VM OpenExtensions Users Guide (SC24-6108) を参照) 

 

 

 

注: 

1) OpenExtensions は、以前は OpenEditionR と呼ばれてい

ました。 

2) 以前は価格設定された VM/ESA のオプション機能であっ

た OpenEdition シェルおよびユーティリティーは、追加料金

なしで z/VM と一緒にパッケージされています。 

3) DCE は z/VM V4 以降では使用できません。 

 

z/VM システム管理製品 

 

 

Host Management Facilities/VM 
 

 サブシステムおよびアプリケーションをモニターして障害を

減らします 

 パフォーマンス分析を調整して単純化します 

 増加したコンソールの自動化を可能にします 

 ローカルおよびリモート・システムを管理します 

 サブシステムおよびアプリケーション管理の自動化を可能

にします 

 VMSES/E のインストールおよびサービスが使用可能 

(Host Management Facilities/VM General Information Manual 

(SC24-5612) を参照) 

 

ibm.com/eserver/zseries/zvm/related/hmf 

 

 

z/VM の Performance Toolkit for VM オプション機

能 
 

パフォーマンス・データをモニターして報告するために z/VM シ

ステム・プログラマー、オペレーター、またはアナリストに以下の

拡張機能が提供されます。 

 

 フルスクリーン・モードのシステム・コンソール操作 

 複数の z/VM システム (ローカルまたはリモート) の管理 

 パフォーマンス・ツールキット VM ヒストリー・ファイルおよ

び MONWRITE ユーティリティーによって取り込まれた VM 

モニター・データのポストプロセッシング 

 パフォーマンス・モニター 

 Web ブラウザーまたは PC ベースの 3270 エミュレータ

ー・グラフィックスを使用したパフォーマンス・モニター・デー

タの表示 

 TCP/IP パフォーマンス報告 

 VM データの表示および提示方法と同様に表示および印刷

できる RMF から取得された Linux パフォーマンス・データ

を処理します 

 機能的に PRF および RTM と同等 

(z/VM: Performance Toolkit for VM (V4 では SC24-6062、V5 で

は SC24-6136) を参照) 

 

ibm.com/eserver/zseries/zvm/perf/toolkit 
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RTM VM/ESA バージョン 1 リリース 5.3 および 

z/VM V4 用 の  RTM オ プ シ ョ ン 機 能  FL410 

RealTime Monitor of z/VM システム (64 ビット・アー

キテクチャー・サポートを含む) 

 
 パフォーマンス分析およびインストール - z/VM 環境の管

理 - に使用されています 

 31 ビット使用可能で RTM に 16 MB 以上のストレージへ

のアドレス指定を許可します 

 370 アコモデーション要求の除去 

 以下の目的で外部構成ファイルの可用性によって初期化制

御を改良しています。 

- テーブル・サイズを設定してローカルでの変更および

再コンパイルの必要性を減じます 

- 特定のコマンドに対する初期インターフェースを提供し 

RTMINIT 処理の必要性をなくします 

 以下を提供するために QUERY コマンドが更新されていま

す。 

- 新しい LEVEL オペランドを使用した実行可能 RTM 

パーツのサービス・レベル 

- 新しい TABLES オペランドを使用した動的割り振りテ

ーブルのストレージ・アドレス 

- 新しい ENVIRON オペランドを使用した CP および 

CMS レベル、ハードウェア・レベル、インストール済み

機能などのシステム情報 

 RTM バージョン 1 リリース 5.3 は V3.1 で作動しますが、

V4 または V5 では作動しません 

 RTM は z/VM V5.1 では使用できません 

(z/VM 3.1 では RTM VM/ESA Program Description/Operations 

(SH26-7000)、z/VM V4 では RTM FL410 (SC24-6028) を参照) 

 

ibm.com/eserver/zseries/zvm/related/rtm 

 

 

VM Performance Reporting Facility (VMPRF) バージ

ョン 1 リリース 2 および z/VM V4 FL410 の PRF 

オプション機能 

 
 モニター・データの処理を通してパフォーマンス報告および

ヒストリー・ファイルを作成します 

 z/VM システムの分析および調整支援を提供します 

 VMPRF は V3.1 で作動しますが、V4 または V5 では作

動しません 

 PRF は z/VM V5.1 上では使用できません 

(z/VM 3.1 では VM Performance Reporting Facility User's 

Guide (SC23-0460)、z/VM V4 では z/VM PRF FL410 (SC24- 

6027) を参照) 

 

ibm.com/eserver/zseries/zvm/related/prf 

 

Performance Analysis Facility/VM (VMPAF) 
 

 グラフィカル・インターフェースを介してシステム・パフォーマ

ンスを迅速に表示します 

 パフォーマンス上の問題の識別および解決とキャパシティ

ー管理の実行を支援します 

(PAF/VM General Information Manual (GC23-0566) を参照) 

 

ibm.com/eserver/zseries/zvm/related/paf 

 

 

 

Directory Maintenance (DirMaint) for VM バージョン 

1 リリー ス 5 およ び z/VM V4 ま たは  V5 の 

DirMaint オプション機能 

 
 システム・ディレクトリー保守用の高度にセキュアな対話式

機能を提供します 

 分散管理を提供します 

 新しい機能をサポートするためのコマンドおよび Exit を提供

します 

 システム管理 API をサポートします 

 共用ファイル・システムをサポートします 

 VMSES/E のインストールおよびサービスを使用可能にし

ます 

(V4 では DirMaint 1.5 General Information Manual (GC20- 1836) 

または Directory Maintenance Facility Tailoring and 

Administration Guide (SC24-6024)、V5 では (SC24-6135) を参

照) 

 

ibm.com/eserver/zseries/zvm/related/dirmaint 

 

 

z/VM V4 または V5 用リソース・アクセス管理機能 

(RACF) のオプション機能 
 

RACF は、以下を提供することによって必要なセキュリティー条

件を満たします。 

 保護されるべきリソースに対するアクセスの柔軟な制御 

 導入時定義リソースの保護 

 他の製品情報を保管する機能 

 プロファイルの集中制御または非集中制御の選択 

 エンド・ユーザーに対する透過性 

(RACF General Information (GC28-0722) を参照) 

 

ibm.com/eserver/zseries/zos/racf/vm.html 
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CMS ユーティリティー機能 (CUF) 

 
 追加料金なしで z/VM バージョン 4 に統合されています 

 CMS 対話式サポートを補足します 

 ローカル操作の生産性を上げることができます 

- エンド・ユーザーおよびアプリケーション開発者のため

の CP および CMS 環境の操作を単純化し強化する

ツールおよびサービスを提供します 

- ローカルに作成する必要がある完全にサポート 

- されたコマンド、EXEC およびアプリケーションを

提供します 

 

ibm.com/eserver/zseries/zvm/related/cuf 

 

 

 

Display Management System for CMS (DMS/CMS) 

 
 3270 ディスプレイ端末用のパネルおよびメニュー生成用の

使いやすいメカニズムを提供します 

 どのようなアプリケーション・プログラムで設計された画面も

使用できる機能を提供します 

 

 

追加の製品情報 
 

IBM および独立ソフトウェア・ベンダーからの多くの z/VM テクノ

ロジー関連製品の詳細については、以下の z/VM Web サイトを

ご覧ください。 

 

ibm.com/zseries/zvm/products/ 



 18

構成可能性  

 

 

区分化オプション 

仮想 論理 

イメージ数 

多数 

 

15 - 301 

パフォーマンス 

- I/O アシスト 3 - 最大 6 ま

での優先ゲストに対するハ

イパフォーマンス 

- パフォーマンス・アシスト 4 - 

QDIO を使用した V=V ゲス

ト (ページング可能ゲスト) 

に対するハイパフォーマンス 

 

ほぼネイティブ 

リソース 

- 専用または共用プロセッサ

ー、 ストレージおよびデバイス  

- 仮想デバイス 

 

- 専用または共用プロセッサ

ー 

- 動的ストレージ の再構成 

- 専用チャネル、CU および 

デバイス 2 

サポート要件 

ハードウェアおよびソフトウェア 

 

ハードウェア 

信頼性 

ハードウェアおよびソフトウェア 

 

ハードウェア 

1. サーバー依存 (z990 または z890 サーバーで 30) 。 

2. チャネル (並列以外) は、 Multiple Image Facility (MIF) 

を使用して zSeries および S/390 で共用できます。 

3. I/O 支援は z/VM が論理区画で稼働している場合には

使用できません。z/VM は z990 または z890 サーバー

の論理区画で実行されなければなりません。 

4. 4. パフォーマンス支援は z990 または z890 サーバーで

のみ使用できます。 

 

 

VM の発展 

 

 

 z/VM バ ー ジ ョ ン  3 は 、 ESA/390 お よ び 

z/Architecture モードの IBM z800 (0LF モデルを除く) と 

z900、S/390 G5、G6、および S/390 Multiprise 3000 を含

む IBM zSeries のすべてのモデルをサポートします。また、

S/390 G3 、 G4 と  R2 お よ び  R3 モ デ ル 、 S/390 

Multiprise 2000、S/390 統合サーバー、PC サーバー・シス

テム/390、およびサーバー・オン・ボードの RS/6000、また

は同等のサーバーもサポートします。 

 z/VM バ ー ジ ョ ン  4 は 、 ESA/390 お よ び 

z/Architecture モードの z990、z900、z890、および z800、

S/390 G5、G6、および S/390 Multiprise 3000、または同等

のサーバーを含む IBM zSeries ファミリーのサーバーをサ

ポートします。 

 z/VM バージョン 4 は、z990、z900、z890、z800、S/390 

G5、G6、および S/390 Multiprise 3000、または同等のサー

バーの Integrated Facility for Linux (IFL) エンジンをサポー

トします。 

 z/VM バ ー ジ ョ ン  3.1 お よ び  4.3 は 、 ESA/390 、

z/Architecture、および互換モードの z990 および z890 

サーバーまたは同等のサーバーをサポートします。 

 z/VM バージョン 5 は、z990、z900、z890、および z800 

(標準または IFL エンジン)、または z/Architecture モード

の同等のサーバーのみをサポートします。 
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VM オペレーティング・システムの比較 

 

VM の機能 z/VM V3.1 z/VM V4 z/VM V5 

機能 

APPC/VM 

共用ファイル・システム 

呼び出し可能サービス・ライブラリー 

複数システム間拡張接続機能 

ストレージ内仮想ディスク 

拡張ミニディスク・キャッシング 

370 アコモデーション 

CP 出口機能 

VMSES/E 

Java™ および NetRexx™ 

並列シスプレックス・シミュレーション 

二重結合機構 3 

HiperSockets3 

ゲスト LAN3 

ゲスト用共用テープ 4 

アカウンティング改良 4 

VSM API5 

VMRM 機能拡張 5 

仮想 LAN5 

仮想スイッチング 5 

HCM および HCD5 

MQ インターフェース・クライアント 

PCIX 暗号コプロセッサー6 

動的仮想計算機 タイムアウト 6 

 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

● 

- 

- 

 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

- 

- 

 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

- 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

主記憶域 

16 MB 

64 MB 

1 GB 

2 GB 

64 GB 

 

● 

● 

● 

● 

● 

 

● 

● 

● 

● 

● 

 

● 

● 

● 

● 

● 

仮想計算機のサイズ 

16 MB 

999 MB 

2 GB 

256 GB1 

 

● 

● 

● 

● 

 

● 

● 

● 

● 

 

● 

● 

● 

● 

I/O 

FICON/ESCON I/O 

FICON CTCA3 

仮想 FICON CTCA5 

カスケード FICON ディレクター5 

ファイバー・チャネル・プロトコル 4 

SCSI FCP ディスクからのゲスト IPL5 

SCSI FCP ディスク 6、24 

論理チャネル・サブシステム 5 

HyperSwap6 

 

● 

● 

● 

● 

● 

- 

- 

● 

- 

 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

- 

● 

- 

 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

 VM の機能 z/VM V3.1 z/VM V4 z/VM V5 

チャネル 

16 

32 

48 

256 

5125、22 

10245、23 

 

● 

● 

● 

● 

- 

- 

 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

ゲスト・オペレーティング・システム 

S/370™ アーキテクチャー 

370-XA アーキテクチャー 

ESA/390 アーキテクチャー 

z/Architecture 

 

● 

● 

● 

● 

 

● 

● 

● 

● 

 

● 

● 

● 

● 

パフォーマンス支援 

I/O アシスト 2, 20 

V=V ゲスト用アシスト 5、21 

 

● 

- 

 

● 

● 

 

● 

● 

サポートされるシステム 

S/390 R2x、R3x 

G3 サーバー 

G4 サーバー# 

G5 サーバー# 

G6 サーバー# 

zSeries 800/890/900/990 サーバー

# 

IFL プロセッサー機構 

S/390 Multiprise 2000 

S/390 Multiprise 3000# 

S/390 統合サーバー 

RS/6000 および S/390  

サーバー・オン・ボード 

PC サーバー S/390 

 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

 

- 

● 

● 

● 

 

● 

● 

 

- 

● 

● 

● 

● 

● 

 

● 

- 

● 

- 

 

- 

- 

 

- 

- 

- 

- 

- 

● 

 

● 

- 

- 

- 

 

- 

- 

注: z/VM 以前の VM のバージョンについては、z/VM Reference Guide (GM13-0137-00) を

参照してください。 

 

注釈 

1 ページング可能ゲストのみ 

2 優先ゲストのそれぞれに対するストレージに VM 制御プログラムに必要なストレージを加

えた合計が 2 GB を超えることはできません。 

3 z/VM V4.2 以降でサポートされています。 

4 z/VM V4.3 以降でサポートされています。 

5 z/VM V4.4 以降でサポートされています。 

6 z/VM V5.1 以降でサポートされています。 

20 I/O - z/VM が論理区画で稼働している場合には、支援は使用できません。z/VM は 

z890 および z990 サーバーの論理区画で実行されなければなりません。 

21 パフォーマンス支援は z890 および z990 サーバーでのみ使用できます。 

22 z890 の最大チャネル数。 

23 z990 の最大チャネル数。 

24 z/VM V5 のインストール、IPL、および操作。 

● サポートされます。 

- 適用されません。 

# 370 モードは実行されません。 
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VM 機能の比較 

 

VM の機能 z/VM V3.1 z/VM V4 z/VM V5 

REXX ソケット 

31 ビット CMS 

CMS パイプライン 

CMS マルチタスキング 

再使用可能サーバー・カーネル 

POSIX 

DCE 

バインダー/ローダー 

NFS クライアント 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

- 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

- 

● 

● 

APPC ● ● ● 

共用ファイル・システム 

VM データ・スペース・サポート 

共通 SFS およびミニディスク 

インターフェース 

POSIX バイト・ファイル・システム 

自動化 SFS シャットダウン 5 

● 

● 

● 

● 

● 

- 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

DFSMS/VM 

高速データ移動プログラム 

ポリシーによるスペース管理 

自動化テープ・ライブラリー・サポート 

 

● 

● 

● 

 

● 

● 

● 

 

● 

● 

● 

DB2 for VSE および VM 

VM データ・スペース 

拡張移動ページ 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

操作機能拡張 

単純化システム構成 

代替中核 

高速ウォーム・スタート 

高速スプール・バックアップ 

(SPXTAPE) 

ソフトコピー・マニュアル 

動的システム構成 

拡張タイマー管理 4 

仮想計算機アカウンティング改良 4 

システム管理 5 

HCD および HCM5 

VM リソース・マネージャー4 

自動化シャットダウン 4 

DVD からインストール 

 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

- 

 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

 

● 

● 

● 

● 

● 

- 

 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

保守容易性の機能拡張 

VMSES/E 

S/390 サービス更新機能 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

システム・デリバリー・オファリング ● ● ● 

ESCON アーキテクチャー ● ● ● 

FICON アーキテクチャー ● ● ● 

ファイバー・チャネル・プロトコル 4 - ● ● 

VM の機能 z/VM V3.1 z/VM V4 z/VM V5 

デバイス・サポート 

ESS 

ESS ラージ・ボリューム 

ESS ピアツーピア  

リモート・コピー - XD 

ESS FlashCopy V23 

ESS PPRC V23、20 

FBA DASD 

内部ディスク 

RAMAC DASD サブシステム 

RAMAC アレイ・サブシステム 

3390 DASD 

3990 モデル 6 MPLF サポート 

9340 DASD サブシステム 

3494 テープ・ライブラリー・サブシステ

ム 

3495 テープ・ライブラリー・データ・サ

ーバー 

3590 磁気テープ装置 

3592 磁気テープ・コントローラー 

(J70)/ドライブ (J1A)4、5、 

9348 テープ 

3995 光ディスク・ライブラリー・データ・

サーバー 

 

● 

● 

 

● 

● 

● 

● 

<● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

 

● 

 

● 

 

● 

● 

● 

 

● 

● 

 

● 

● 

● 

● 

<● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

 

● 

 

● 

 

● 

● 

● 

 

● 

● 

 

● 

● 

● 

● 

- 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

 

● 

 

● 

 

● 

- 

- 

ミニディスク・キャッシュ ● ● ● 

OSA-2 ● ● ● 

OSA-Express 

ATM 155 

高速イーサネット 

ギガビット・イーサネット 

トークンリング 3 

 

● 

● 

● 

● 

 

● 

● 

● 

● 

 

● 

● 

● 

● 

システム管理製品 

HMF 

VMPRF 

VMPAF 

RTM 1.5.3 

PRF 機能 

RTM 機能 

VM 用パフォーマンス・ツールキット 5 

DirMaint 

DirMaint 機能 

RACF 

RACF 機能 4 

 

● 

● 

● 

- 

- 

- 

- 

● 

- 

● 

- 

 

● 

- 

● 

- 

● 

● 

● 

- 

● 

- 

● 

 

● 

- 

● 

- 

- 

- 

● 

- 

● 

- 

● 

通信 

RSCS V3.2.2 

ACF/VTAM V4.2 

TCP/IP for z/VM2 

VM 用 TCP/IP 機能 

VM パススルー機能 (PVM) 

 

● 

● 

- 

● 

● 

 

● 

● 

● 

- 

● 

 

● 

● 

● 

- 

● 
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VM の機能 z/VM V3.1 z/VM V4 z/VM V5 

追加機能 

LANRES 

OSA/SF 

シェルおよびユーティリティー1 

CMS ユーティリティー2 

DCE ベース・サービス 

 

● 

● 

● 

● 

● 

 

- 

● 

● 

● 

- 

 

- 

● 

● 

● 

- 

 

 

注 : z/VM 以 前 の  VM の バ ー ジ ョ ン に つ い て は 、 z/VM 

Reference Guide (GM13-0137-00) を参照してください。 

 

注釈 

1 z/VM で統合されます。 

2 z/VM V4 以降で統合されています。 

3 z/VM V4.2 以降でサポートされています。 

4 z/VM V4.3 以降でサポートされています。 

5 z/VM V4.4 以降でサポートされています。 

20 ゲスト使用のみ。 

●サポートされます。 

< S/390 Multiprise 2000/3000 でサポートされます。 

- 適用されません。 
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詳細について 

zSeries World Wide Web サイト ibm.com/eserver/zseries

をご覧いただく か、または米国およびカナダの IBM 

DIRECT (1 800 IBM-CALL) にお問い合わせください。 

オーストラリア 132 426 

オーストリア 0660.5109 

ベルギー 02-225.33.33 

ブラジル 0800-111426 

中国 (20) 8755 3828 

フランス 0800-03-03-03 

ドイツ 01803-313233 

香港 (20) 2825 6222 

ハンガリー 165-4422 

インド (80) 526 9050 

インドネシア (21) 252 1222 

アイルランド 1-850-205-205 

イスラエル 03-6978111 

イタリア 167-017001 

日本 0120 300 426 

韓国 (02) 781 7800 

マレーシア (03) 717 7890 

メキシコ 91-800-00316 

オランダ 020-513.5151 

ニュージーランド 0800-801-800 

フィリピン (02) 819 2426 

ポーランド (022) 878-6777 

シンガポール 1800 320 1975 

南アフリカ 0800-130130 

スペイン 900-100400 

スウェーデン 020-220222 

スイス 0800 55 12 25 

台湾 (06) 2725 9300 

タイ (02) 273 4444 

ベトナム、ハノイ (04) 843 6675 

ベトナム、HCM (08) 829 8342 

英国 0990-390390 
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